














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四　段 XCVC a e i u e
上 xci
一段　　下 xce
非四段二段得る e 乃 ¢ ¢ u ru re
為る se si SU
三段
　　来る ko ki ku
一 34一
一次語幹において，Cは子音を，　Vは母音を，　XはCV連鎖を表わし，　Xお
よびその直後のCは空であってもよい。二次三次語幹における空欄は，一次
語幹との異なりがないということである。未然命令等は語尾である。二次語
幹が一次語幹と異なる活用は，二次語幹が連用形語尾と結合して連用形を形
成する。三次語幹が一次語幹と異なる活用は，三次語幹が終止連体形語尾ま
た仮定形語尾と結合して終止連体形また仮定形を形成する。
　なお，三段活用「為る」謂わゆるサ行変格活用動詞は，一次語幹をrsi」
として二次語幹を一次語幹と異ならないものとし，二段活用「得る」言い換
えるならぽ下二段活用「得る」に並ぶところの上二段活用と扱うのが，適当
であるとも思われる。「為る」の一次語幹がrse」でもrsi」でもあり得る
のは，
　　せず　　　　　　　せよ　　せさせる　　せられる
　　しない　　しまい　　しろ　　　　　　　　　　　　　　しよう
におけるような姿を呈しているからである。複合動詞における「する」は，
更に複雑であるが，基本的には，
（、）1灘二」「；：もる」㌶竺：：用一の分離
　　　　1，決す。」「使用す。、など三段活用
　（2）　　「する～させる～される（～できる）」の交替の設定
という手段によって，整理・理解され得るように思われる。
　四段活用と非四段活用とは，上の活用表から直ちに見て取ることができる
ように，
　（1）語幹末尾の音が，四段は子音，非四段は母音である。
　（2）語尾が，四段は一母音，非四段は零または一子音一母音の結合であ
　　　　る。
という点で対立的である。のみならず，
　（3）助動詞「（さ）せる」　「（ら）れる」　「（よ）う」カミ，四段には「さ」
　　　　「ら」「よ」のない形で，非四段にはそのある形でつく。
　　　　　　　　　　　　　　－35一
　（4）助動詞「まい」が，四段では終止形に，非四段では未然形につく。
　（5）命令形が，四段ではそのままでよく，非四段では更に「ろ」　「い」
　　　　または「よ」のつくことを必要とする。
　（6）連用形が，助詞「て」助動詞「た」を伴なうとき，四段では語幹末
　　　　尾rs」のものを除いて音便を起こし，非四段ではそのままである。
といった，他の語との関わりにおける対立をも示している。四段活用未然形
の語尾「o」の処理については，したがって助動詞「（よ）う」の処理につ
いても，この解説書では立ち入らない。音便については直ぐ後で触れる。
　完全動詞・不完全動詞　用法が幅広くて活用形すべてにわたって活用する
か，用法が限られていて活用形ひとつ程度でのみ現われるか，で分かれる。
例えぽ，「ござる」は，助動詞「ます」を伴なってしか現われず，言い換え
るならぽ，「ござい」の形をしか見ることができない。瞬間動詞・継続動詞
の項で触れた，原則として「ている」を伴なって用いる「似る」　「そびえ
　　　　　　　　　　　　そぐる」なども，同様である。　「適う」は「適わない」としか現われず，「済ま
ない」　「詰まらない」　「行けない」などの動詞は，意味が元のものとかけ離
れ，未然形によるこの「＿ない」の形あるいは連用形による「＿ませ
ん」の形でのみ現われる。なお，「ある」は助動詞「ない」を伴なうことが
ない。
　以上のようなものに準じて捉え得るものに，いわゆる補充（SUPPletion）
　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
がある。　「居る」は，中止法においては，普通は「い」で現われずに「居
涙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おる」の連用形「おり」で現われる。この「居る」は，上に言う不完全動詞の
ごとく，その中止法「おり」か「おります」においてかの形が普通である。
前の項の中で触れた，「する～させる～される～できる」も，補充である。
3．1．4．音韻における動詞　動詞を音韻の観点から理解することが，どの程
度まで成されているか，よく判らない。活用の或る部分は自律的な音韻現象
とみなし得るものであるが，上に既に伏在させて述べてしまったところがあ
る。ここでは，活用に関するものとしては，音便とアクセントとのみに触れ
るにとどめる。
　　　　　　　　　　　　　　　－36一
　音便　四段活用動詞は，サ行活用のものを除いて，助詞「て」また助動詞
「た」を伴なったとき、音便を起こす。この音便を起こすことは，強制的で
ある。音便とは，＿行活用動詞の活用の末尾音節が，五十音図の　　行の
五音のいずれでもない音で現われる，という現象である。しかしながら，
＿行がどのような音便を起こすかということは，力行活用「行く」とワ行
活用の一部とが特異な例を作るが，総体として一様に決定している。また，
音便が起こったとき，助詞「て」や助動詞「た」やの初頭の音が濁音に転ず
ることがあり，これも，　　行活用の　　行から一様に決定する。すなわち
力行 ガ行 イ
ワ行 ウ
タ行　　ラ行 ツ
バ行　　マ行　　ナ行 ン
助詞「て」助動詞「た」など 起こす
初頭が清音のままである その初頭が濁音に転ずる 音便の音
のようである。ここに分類されて現われることになった各行の関係は，当
然，日本語の子音体系がどのようなものであるかを，大方において示してい
る。
　助動詞「ない」や助詞「の」やを伴なうことも，音便を起こす要因とな
る。ただし，この音便は強制的でなく，規範としてはかえって音便を起こさ
ない。ラ行四段活用動詞は，助動詞「ない」の初頭音ナの活用形を伴なった
とき，末尾音ラが音便ンであり得る。例えぽ，
　　取らない　判らない
　　取んない　　判んない
のようである。ラ行四段活用動詞および非四段活用動詞は，助詞「の」を伴
なったとき，末尾音ルが音便ンであり得る。例えぽ，
　　取るの　見るの　　寝るの　　するの　　来るの
　　取んの　　見んの　　寝んの　　すんの　　来んの
　　　　　　　　　　　　　　　一37一
のようである。助詞「な」に関しても同様である。こうしたラ行音とナ行音
との関わり合いも，日本語の音韻の見逃し得ぬ一面である。特殊な例となっ
ているのは，固定表現として間投詞化した「済みません」で，「すいませ
ん」　「すんません」の形をもっている。
　単母音化　初頭がア行音またはワ行音である補助動詞の或るものが助詞
「て」を介して実質動詞に伴なっているとき，補助動詞の初頭の母音と助詞
「て」の母音とから成る重母音は，単母音化する。ただし，この単母音化は
強制的でなく，規範としてはかえって重母音である。
　　　　　　　　　　　　　　い　　て上げる　　て行く　　て居る　　て置く
　　たげる　 てく　　てる　 とく
のようであり，　「てある」　「ていただく」のように単母音化し難いものもあ
る。こうした単母音化に準じて理解し得るものに
　　てしまう　　と言う
　　ちまう　 ちう（チュー）
があり，「てしまう」においては同時に母音の脱落と子音の合併とが起こ
り，「と言う」においては母音の脱落に拗音化・長母音化が加わって起こっ
ている。
　アクセント　動詞のアクセントは，助詞助動詞を伴なわずに動詞が現われ
ているときには，基本的には
　（1a）アクセント核（以下「ア核」）をもつかもたないか，動詞個個にお
　　　　いて決定している。
　（1b）ア核をもつならぽ，1音節から構成される活用形として現われると
　　　　きにはその音節に，2音節以上から構成される活用形として現われ
　　　　るときには末尾の直前の音節（paenultima）に，ア核をもつ。
　　　例：キ「ル（切）　キ「リ（切）　キル（着）　キ（着）
のようである。例外として，「はいる」　「返る」が初頭音節にア核をもつな
ど，いくつかあることはある。問題は，助動助詞を伴なったときのアクセン
トである。動詞に伴なった助詞助動詞は，アクセントの観点からは，次の三
　　　　　　　　　　　　　　　一38一
類に分けることができるが，助詞助動詞そのものはア核をもたない。表中の
「の意味は，後の（2）および（3）で明きらかになる。助詞助動詞を伴な
う活用形を括弧内に示し，　「終止」は終止連体形を指す。○はその活用形
の末尾の音節（ultima）であるが，必ずしも挙げない。
　（1）　（未然）　○（ヨ）一ウ
　　　　（連用）　マース
　　　　（終止）　グーライ　　ラシーイ　　ダケ
　（皿）　（未然）　　（サ）セール　　　（ラ）レール　　○「ナイ
　　　　（連用）　ターイ　　ソーウ　　ナーガラ
　（皿）　（連用）　○一副助詞　　ニ　　テ（一ハ）　　タ（一リ）
　　　　（終止）　○一間投助詞　　○一終助詞　　○一接続助詞
　　　　　　　　　ネー　　ヨー　　マーデ　　バーカリ　　ソーウ
　　　　　　　　　ダロ「ウ　　デショーウ　　ト　　クライ
　　　　（仮定）　○一バ
「＿助詞」と示したものは，例えぽ「○一ハ」のように読み，別に現われ
ているものを含まない。このような助詞助動詞を伴なったとき，動詞は，ア
核をつぎの規則（2）　（3）に支配される。
　（2a）ア核をもつ動詞は，第1およびH類助詞助動詞によって，ア核を移
　　　　させられる。その位置は，助詞助動詞に示された「の直前の音節で
　　　　ある。
　　　例：キローウ　キリマース　キラセール　キリタ「イ（切）
　（2b）ア核をもたない動詞は，第1および皿類助詞助動詞によって，ア核
　　　　を与えられる。その位置は，助詞助動詞に示された一の直前の音節
　　　　である。
　　　例：キョーウキマースキ「ハキルマ「デ（着）
ア核の示されていない助詞助動詞を伴なったときには，（2）の拡張として，
ア核が失われるものと解することとする。
　（3）　（2）に言及されない場合は．ア核の有無・位置は，（1）を保持
　　　　　　　　　　　　　　　一39一
　　　　する。
　　　例：　キーリハ　　キールマデ（切）　　キサセル　　キタイ（着）
助詞助動詞が重なった場合については省略に随うが，原則としては，その最
後のものに示された「の直前の音節にア核が位置することになるものと，考
えてよい。上記（皿）　（連用）の「テーハ」および2．3．を参照。
　構成音　＿行＿段活用と言うときの，その＿行と　　段との関係
は，つぎのようである。　「＿行」については「＿」のみ記す。
　　四段　ワカガサ　タ　ナ　バマラ
　　上一段　　ア　カ　ガ　　　ザ　タ　　　ナ　バ　バ　マ　ラ
　　下一段　　ア　カ　ガ　サ　ザ　タ　ダ　ナ　バ　バ　マ　ラ
　　下二段　　ア
　　三　段　　　　カ　　　サ
この表は，基本的には，3．L3・の活用の項に言う語幹について，そのうちで
の末尾子音ないし末尾音節の子音のあり方を，示すものである。ただし，そ
のあり方として実質的に意味するところは，四段活用の語幹の末尾子音に，
ザ行子音およびダ行子音は現われない，というところに留まる。ハ行四段
活用が欠如することは，日本語の一般的な音韻構造上，当然である。また，
上一段活用にダ行活用が欠如することも，「ヂ」が「ジ」に併合されている
以上，当然である。そうして，サ行上一段活用の存在の可能性については，
3．1．3．の活用の項で指摘した，「する」複合動詞における上一段活用
「＿じる」の存在から，あるいは予測し得るかも知れない。
　動詞の語幹を構成する母音のうち，非四段活用における末尾のものは，原
則としてiまたはe，唯一の例外が「来る」のoであり，ただし，下二段活
　　う用「得る」，サ行変格活用「為る」，力行変格活用「来る」のものは，iま
たuに交替する。以上のものを除くならば，四段活用においても非四段活用
においても，語幹を構成する母音は，後舌母音a，o，　uが多い。いま，未
然形が2音節から構成されている動詞について，その第1音節の母音を調べ
てみるならぽ，
　　　　　　　　　　　　　　　－40一
　　四段　 i15　e10　a50　045　ubU
　　上一段　　　i　5　　e　O　　a　10　　0　10　　u　5
　　下一段　　　i　25　　e　5　　a　45　　0　35　　u　40
　　　合計　　　　　45　　　15　　　105　　　90　　　95
のようである。ただし，一語という認定に問題があって，ここの数字は5単
位で少なめに見積もってあり，例えぽ上一段活用のre　O」も実は「ねび
る」がある。大方を知る参考とはなるであろう。音節数を増していっても，
傾向はさして変わりもしないようである。
3．2．格助詞について
　この課に現われた格助詞で，副詞に示されるような機能を担うと2．3．で言
ったものにつき，典型的な格の機能にも触れつつ，述べておく。ただし，
「が」については，2．3．で触れた以上に言うべきこともいま特になく，省略
に随う。また，「の」についても省略する。
　を　典型的な格の機能を担うものとしては，対格に関わる。また，自動詞
が使役の意味を加えられて他動詞に準ずるようになったとき，
　　私は国を治まらせる。
　　　　国が治まる。
におけるように，自動詞にとっての潜在的な主格は「を」に担われる。この
「＿を」を対格に準じて考えてよいことは，当該の自動詞に対応する純然
たる他動詞を用いたとき，
　　私は国を治める。
におけるように，純然たる対格が並行して現われてくることで，明きらかで
ある。更に，自動詞がそのままの形で他動詞のごとく
　　授業を終わる。
のように用いられることがあり，すなわち「＿を」が現われている。
　移動を意味する自動詞に対して，その移動の行なわれる場所の全体ないし
一点を示すのに「を」を用いる。この課では，2．3，の構文一覧のB群におけ
　　　　　　　　　　　　　　　一41一
る「＿をく動詞〉」の「を」として出ていて，再び動詞の側を挙げておく
ならぽ
　　通る　渡る　歩く　昇る　降りる
である。この「＿を」は，対格とまぎれやすくて動詞の自動性他動性の認
定にも影響をおよぼすのであるが，自然な形で受動態の主格に立つことがあ
り得ず，その点で対格と異なる。なお，この用法は，空間性を時間性にも拡
張して，すなわち継続的移行を意味する動詞に対してその継続的移行の行な
われている空間・期間を示すというように捉え直すならば，
　　80年間（の永い生涯）をたくましく生き抜いた。
のような用法にも通じていく。
　に　典型的な格の機能を担うものとしては，与格に関わる。また，動詞が
使役の意味を加えられまたは受動態を形成させられるとき，
　　私は　　彼に敵を破らせる。
　　　　敵は彼に　　破られる。
　　　　　　彼が敵を破る。
におけるように，動詞にとっての潜在的な主格は「に」に担われる。この
「＿に」が与格に準ずるかも知れないことは，当該の他動詞に対応する自
動詞を用いたとき，
　　　　敵は彼に　　破れる。
におけるように，与格が並行して現われてくることに覗われるのであるが，
実は，いま与格としているもののうちで対格と共存し得ないすなわち自動詞
に関わるものを，なお与格としておいてよいか，はなはだ問題があり，ただ
し立ち入らない。
　副詞の示すような機能を担うものとしての「に」では，いくつかの用法の
うちに場所を示す用法がある。その場所の示し方は，関わる動詞によって異
なる。第一に，存在を意味する動詞との関わりにおいては，存在の場所を示
し，この課では「＿にいる」が現われている。知覚を意味する動詞との関
わりにおけるものもこれに準じて，知覚の対象の存在の場所を示し，この課
　　　　　　　　　　　　　　　一42一
では「＿に見える」が現われている。第二に，移動を意味する動詞との関
わりにおいては，移動の目標となる場所を示し，この課では「＿に登る」
　「＿に出る」「＿にはいる」が現われている。第三に，「＿に乗る」
が現われ，2．2．2．1に指摘したとおり，動詞「乗る」の意味するところが瞬
間的であるか継続的であるかに問題を残し，それによって上の第二の類の場
所が示されることになるか第一の類の場所が示されることになるかの違いが
出るが，いずれにせよ「＿」が乗り物であることは変わりがない。第二の
類の場所を示す「に」は，一般に「へ」に置き換えることができ，そのとき
「に」を用いるか「へ」を用いるかでどのような違いが出るのか，例えぽ
「へ」を用いる方が方向意識が強く示されるといったようなことがあるかも
知れないが，定かでない。
　へ　副詞的機能を担って，移動を意味する動詞と関わり，そのときの場所
の示し方に「に」との違いは定かでない。この課では「＿へ行く」「＿
へ帰る」　「＿へ戻る」が現われる。なお，与格の機能を担うこともあり，
ここでも「に」と重なるが，場所を示すにせよ与格を示すにせよ，「＿
へ」「　　に」が名詞化して連体助詞あるいは格助詞「の」の前に立つとき
には，
　　敵に　覇を譲る。　　　前に　出る。
　　敵へ　覇を譲る。　　　前へ　出る。
　　敵への覇の譲渡。　　　前への進出。
におけるように中和して「＿へ」しか存在し得ない。
　から　副詞的機能を担うものとしては，一用法として，動詞の意味すると
ころが始まる場所またその累加としての経路を示す。この課では，2．3．の構
文一覧のB群中欄における「＿からく動詞〉」の「から」として出てい
て，再び動詞の側を挙げておくならば
　　歩く　　出る　　降りる　　乗る　　昇る
である。示す場所が具体的にどのようなものになるかは，動詞の意味的性質
によって異なり，2．2．2．1・皿以下に言ったとおりである。なお，くだんの
　　　　　　　　　　　　　　　一43一
用法は，
　　朝から晩まで歩き通した。
におけるように，時間を示すことへも拡張し得る。始まりの場所・時間に対
し，終わりの場所・時間は，副助詞「まで」によって示され，あるいは格助
詞「に」「へ」の示す目標に代理される。
　で　副詞的機能を担うものとしては，一用法として，作用・動作・移動・
変化を意味する動詞と関わり，その作用等の全体が行なわれる場所を示す。
この課では，「＿で（　を）降りる」「　で（＿に）乗る」が出て
いる。他に格助詞が共起していて，その格助詞が副詞的機能を担ってなにら
かの場所を示しているならぽ，その場所を，格助詞「で」の示す場所は含ん
でいなけれぽならない。
　まで　この課では「＿から＿まで歩く」という形の中で出ていて，格
助詞「から」が出発点を示すことと相関して到着点を示している。この
「＿から＿まで」の相関が「まで」の用法として重要なひとつであるの
で，この用法における「まで」を格助詞とみなす考え方がある。一般に行な
われている副助詞とする考え方は，「まで」の性格全般を見渡しているから
であるという。いまひとつ重要な用法である，「さえ」と同意であるもの
は，ともかくとして，しかし，到着点を示す用法における「まで」は，格助
詞「から」と対比してみて，格助詞と認めてよいのではないかと思われる。
格助詞「から」には同形の接続助詞があり，同様に，格助詞「まで」に同形
の副助詞があることになってもよいであろう。いまは，以上些か抽象的であ
ることを，見通しとして述べるに留めておくこととする。
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4．参照文献
　　この解説書の執筆に当たって参照したものから，動詞に関わるものを中
　　心として採った。i雑誌論文は挙げなかったので，関係書とともに、下記
　　各書の参照文献の項によられたい。
金田一春彦　1959　「動詞」　（明治書院195gPP．175－202）
阪倉篤義　1974　『改稿日本文法の話』　教育出版
佐久間鼎　1936　r現代日本語の表現と語法』　厚生閣
　　　　　1940　『現代日本語の研究』　厚生閣
鈴木一彦一林巨樹　1972　r品詞別日本文法講座3　動詞』　明治書院
鈴木重幸　1972　r日本文法・形態論』　麦書房
鈴木丹士郎　1972　「動詞の問題点」　（鈴木一林1972PP．133－180）
時枝誠記　1950　『日本文法口語篇』　岩波書店
橋本進吉　1948　r国語法研究』　岩波書店
林　大1964『分類語彙表』秀英出版
松下大三郎　1928　r改撰標準日本文法』　勉誠社，1974年
　　　　　1930　『標準日本口語法』　勉誠社，1977年
三上　章　1953　『現代語法序説』　くろしお出版，1972年
＿　　　　1955　r現代語法新説』　くろしお出版，1972年
宮島達夫　1972　『動詞の意味・用法の記述的研究』　秀英出版
明治書院　1958　『日本文法講座6　日本文法辞典』　明治書院
　　　　　195g　r続日本文法講座1　文法各論編』　明治書院
山田孝雄　1936　r日本文法学棚i論』　宝文館
　　　　　1922　『日本文法講義』　宝文館
　　　　　1922　『日本口語法講義』　宝文館
湯沢幸吉郎　1953　r口語法精説』　明治書院、1977年
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資料1．使用語彙一覧
　これは，この映画中に言語表現として現れた全ての語について一覧表にし
たものである。資料2．のシナリオ全文同様，そのまま教材として活用でき
ることも考慮してかな（ひらがな，かたかな）書きにしてある。
　1．見出し語はアイウエオ順に配列し，そこにその使用文例を全て書き出
　　　した。
　2．見出し語の認定については，初級日本語教育の立場に立っている。
　2－1．接頭辞「お」を伴う語例は「おてら」一例であるが，ここでは
　　　　「お」は別語扱いにした。
　2－2．動詞は「ます」を取り除いた形，つまり連用形を見出し語にし，
　　　　その横に終止形を示した。
　2－3．　「ません」等，「ます」の変化形は，それぞれ見出し語にしてい
　　　　る。
　2－4．　「ございます」を見出し語にしている。
　2－5．　「さいしょに」「もうすぐ」等は，副詞として一語扱いにして見
　　　　出し語にしている。
　2－6．　「おはよう」等慣用的表現として扱ったものは，そのまま見出し
　　　　語にしている。
3，見出し語の語義，活用変化，他の語との結びつき等により下位分類する
　場合には，（1）（2）……のようにした。
　3－1．　「が」は，意味的に主語を表すものと「＿がみえる／きこえ
　　　　る」となるもので下位分類した。
　3－2．　rに」は，それぞれ存在場所，帰着点を言う場合で下位分類して
　　　　ある。
　3－3．　「を」は，それぞれ経過場所，出発点を言う場合で下位分類して
　　　　ある。
　3－4．　「か」は，質問的に言う場合と勧誘的に言う「ませんか」の場合
　　　　　　　　　　　　　　　一49一
　　　　で下位分類した。
　3－5．　「です」　「ます」については，その後に伴う終助詞の種類，また
　　　　その機能により下位分類してある。
4．　使用文例の文頭には，①②……の数字がつけてある。これはシナリオ
　での文通し番号であり，この解説書全体に共通のものである。同一見出し
　語内では，この順に文例を提出した。（1）②……と下位分類した場合にも，
　その分類内で同一の提出順をとっている。全くの同一文については，通し
番号を横に並べ引用を一回ですませた。
5．　見出し語の横には，〔〕で当用漢字の範囲内で漢字を示し，またその
横には（）で語の使用回数を示した。
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あそこ（1）
　⑥あそこから，タクシーにのります。
あの（3）
　③あのひとは，いつもおくれます。
　⑧あのもんのまえで，タクシーをおります。
　⑫　あのとりいのしたをとおります。
あるき，あるく〔歩く〕　（2）
　⑫ここから，かいがんまであるきます。
　⑬このみちをあるきます。
あれ（2）
　⑮　あれは，えのしまです。
　⑳　あれがはちまんぐうですね。
い，いる（2）
　⑪いいえ，そとにいます。
　㊧いや，わたしは，したにいます。
いいえ（1）
　⑪いいえ，そとにいます。
いき，いく〔行く〕　（1）
　⑦さいしょに，ここへいきます。
いそぎ，いそぐ〔急ぐ〕　（1）
　⑤さあ，いそぎましょう。
いつも（1）
　③あのひとは，いつもおくれます。
いや（1）
　⑳　いや，わたしは，したにいます。
うみ（1）
　⑬　うみがみえますよ。
えき（3）
　　　　　　　　　　　　　　　－51一
　⑯このえきで，でんしゃにのります。
　⑰そして，かまくらえきへもどります。
　⑳そして，かまくらえきへかえります。
えのしま〔江の島〕　（1）
　⑮あれは，えのしまです。
お（1）
　⑳もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
おくれ，おくれる〔遅れる〕　（1）
　③あのひとは，いつもおくれます。
おそい〔遅い〕　（2）
　①おそいですね一。
　②おそいですね。
おはよう（1）
　④おはようございます。
おり．おりる〔降りる，下りる〕（2）
　⑧あのもんのまえで，タクシーをおります。
　⑳さあ，こちらからやまをおります。
か（2）
（1）⑳　どちらのはしをわたりますか。
（2）⑩　さとうさん，はいりませんか。
が（5）
〈1）⑳　あれがはちまんぐうですね。
　⑳　ひがしずみますね。
〈2）⑬　うみがみえますよ。
　⑭　むこうにしまがみえますね。
　㊧　もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
かいがん〔海岸〕　（1）
　⑫ここから，かいがんまであるきます。
　　　　　　　　　　　　　　　－52一
かいだん〔階段〕　（1）
　㊧　さあ，このかいだんをのぼりましょう。
かえり，かえる〔帰る〕　（1）
　⑳そして，かまくらえきへかえります。
かね〔鐘〕　（1）
　⑳もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
かまくら〔鎌倉〕　（2）
　⑰　そして，かまくらえきへもどります。
　⑳　そして，かまくらえきへかえります。
から（5）
　⑥　あそこから，タクシーにのります。
　⑨ここから，なかにはいります。
　⑫　ここから，かいがんまであるきます。
　⑳ここから，やまにのぼります。
　⑳　さあ，ここから，やまをくだります。
きこえ，きこえる〔聞える〕　（1）
　⑳もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
ここ（4）
　⑦　さいしょに，ここへいきます。
　⑨ここから，なかにはいります。
　⑫　ここから，かいがんまであるきます。
　⑳ここから，やまにのぼります。
ございます（1）
④　おはようございます。
こちら（1）
⑳さあ，こちらから，やまをおります。
この（3）
⑯　このえきで，でんしゃにのります。
　　　　　　　　　　　　　　－53一
　⑬このみちをあるきます。
　⑳　さあ，このかいだんをのぼりましょう。
さあ（3）
　⑤さあ，いそぎましょう。
　⑳　さあ，このかいだんをのぼりましょう。
　⑳さあ，こちらから，やまをおります。
さいしょに（1）
　⑦さいしょに，ここへいきます。
さとう〔佐藤〕　（1）
　⑩さとうさん，はいりませんか。
さん（1）
　⑩さとうさん，はいりませんか。
しずみ，しずむ〔沈む〕　（1）
　⑱ひがしずみますね。
した〔下〕　（2）
　⑳　あのとりいのしたをとおります。
　㊧いや，わたしは，したにいます。
しま〔島〕　（1）
　⑭むこうにしまがみえますね。
そう（1）
　⑳そうです。（1）
そして（3）
　⑰そして，かまくらえきへもどります。
　⑲そして，はちまんぐうのまえにでます。
　⑳そして，かまくらえきへかえります。
そと（1）
　⑪いいえ，そとにいます。
タクシー（2）
　　　　　　　　　　　　　　－54一
　⑥あそこから，タクシーにのります。
　⑧あのもんのまえで，タクシーをおります。
で（2）
　⑧あのもんのまえで，タクシーをおります。
　⑯このえきで，でんしゃにのります。
で，でる〔出る〕　（1）
　⑲そして，はちまんぐうのまえにでます。
です（5）
（1）⑮　あれは，えのしまです。
　⑳そうです。
（2）①　おそいですね一。
　②おそいですね。
　⑳あれがはちまんぐうですね。
てら〔寺〕（1）
　㊧もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
でんしゃ〔電車〕　（ユ）
　⑯　このえきで，でんしゃにのります。
とおり，とおる〔通る〕　（1）
　⑫　あのとりいのしたをとおります。
どちら（1）
　⑳どちらのはしをわたりますか。
とりい〔鳥居〕　（1）
　⑳　あのとりいのしたをとおります。
なか〔中〕　（1）
　⑨ここから，なかにはいります。
に（8）
（1）⑪　いいえ，そとにいます。
　⑭むこうにしまがみえますね。
　　　　　　　　　　　　　　　－55一
　㊧いや，わたしはしたにいます。
（2）⑥　あそこから，タクシーにのります。
　⑨ここから，なかにはいります。
　⑯このえきで，でんしゃにのります。
　⑳ここから，やまにのぼります。
（3）⑲　そして，はちまんぐうのまえにでます。
ね（5）
　①おそいですね一。
　②おそいですね。
　⑭むこうにしまがみえますね。
　⑳あれがはちまんぐうですね。
　⑳　ひがしずみますね。
の（6）
　⑧あのもんのまえで，タクシーをおります。
　⑲そして，はちまんぐうのまえにでます。
　㊧あのとりいのしたをとおります。
　⑳　どちらのはしをわたりますか。
　⑳わたしは，むこうのはしをわたります。
　⑳　もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
のぼり，のぼる〔登る〕　（2）
　㊧さあ，このかいだんをのぼりましょう。
　⑳ここから，やまにのほります。
のり，のる〔乗る〕　（2）
　⑥あそこから，タクシーにのります。
　⑯このえきで，でんしゃにのります。
は（4）
　③あのひとは，いつもおくれます。
　⑮あれは，えのしまです。
　　　　　　　　　　　　　　　－56一
　⑳　わたしは，むこうのはしをわたります。
⑳　いや，わたしは，したにいます。
はいり，はいる〔入る〕　（2）
　⑨ここから，なかにはいります。
　⑩さとうさん，はいりませんか。
はし〔橋〕　（2）
　㊧　どちらのはしをわたりますか。
　⑳わたしは，むこうのはしをわたります。
はちまんぐう〔八幡宮〕（2）
　⑲そして，はちまんぐうのまえにでます。
　⑳あれがはちまんぐうですね。
ひ〔日〕（1）
　⑱ひがしずみますね。
ひと〔人〕　（1）
　③あのひとは，いつもおくれます。
へ（3）
　⑦　さいしょに，ここへいきます。
　⑰そして，かまくらえきへもどります。
　⑳そして，かまくらえきへかえります。
まえ（2）
　⑧あのもんのまえで，タクシーをおります。
　⑲そして，はちまんぐうのまえにでます。
ましょう（2）
　⑤さあ，いそぎましょう。
　⑳　さあ，このかいだんをのぼりましょう。
ます（22）
（1）③　あのひとは，いつもおくれます。
　⑥あそこから，タクシーにのります。
　　　　　　　　　　　　　　　－57一
　⑦さいしょうに，ここへいきます。
　⑧あのもんのまえで，タクシーをおります。
　⑨ここから，なかにはいります。
　⑪いいえ，そとにいます。
　⑫ここから，かいがんまであるきます。
　⑯　このえきで，でんしゃにのります。
　⑰そして，かまくらえきへもどります。
　⑱このみちをあるきます。
　⑲そして，はちまんぐうのまえにでます。
　⑳　あのとりいのしたをとおります。
　⑳わたしは，むこうのはしをわたります。
　⑳　いや，わたしは，したにいます。
　⑳ここから，やまにのぼります。
　⑳さあ，こちらから，やまをおります。
　⑳そして，かまくらえきへかえります。
（2）⑳　どちらのはしをわたりますか。
③⑭　むこうにしまがみえますね。
　⑳　ひがしずみますね。
（4）⑬　うみがみえますよ。
　⑳もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
ません（1）
　⑩さとうさん，はいりませんか。
まで（1）
　⑫ここから，かいがんまであるきます。
みえ，みえる〔見える〕（2）
　⑬うみがみえますよ。
　⑭むこうにしまがみえますね。
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みち〔道〕　（1）
　⑱このみちをあるきます。
むこう〔向こう〕　（2）
　⑭むこうにしまがみえますね。
　⑳わたしは，むこうのはしをわたります。
もうすぐ（1）
⑳もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
もどり，もどる（1）
　⑰そして，かまくらえきへもどります。
もん〔門〕　（1）
　⑧あのもんのまえで，タクシーをおります。
やま〔山〕　（2）
　⑳ここから，やまにのぼります。
　⑳さあ，こちらから，やまをおります。
よ（2）
　⑬うみがみえますよ。
　㊧　もうすぐ，おてらのかねがきこえますよ。
わたし〔私〕　（2）
　⑳　わたしは，むこうのはしをわたります。
　⑳　いや，わたしは，したにいます。
わたり，わたる〔渡る〕　（2）
　⑳　どちらのはしをわたりますか。
　⑳わたしは，むこうのはしをわたります。
を（7）
（1）⑬　このみちをあるきます。
　⑫　あのとりいのしたをとおります。
　㊧1どちらのはしをわたりますか。
　⑳わたしは，むこうのはしをわたります。
　　　　　　　　　　　　　　　－59一
　㊧さあ，このかいだんをのぼりましょう。
　⑳さあ，こちらから，やまをおります。
②⑧　あのもんのまえで，タクシーをおります。
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資料2．　シナリオ全文
題　　名　　日本語教育映画
　　　　「かまくらを　あるきます」
　　　　　一移動の表現一
企画国立国語研究所
制　　作　　日本シネセル株式会社
フイルム　　16％EKカラー・スタンダード
巻　数　全1巻
上映時間　5分
現像所　東映化学
録音アオイスタジオ
完成昭和52年3月8日
制作スタッフ
制　作　静永純一
制作担当　神崎晴之
脚　本　前田直明
　演　出　前田直明
　演出助手　　今　村　秀　夫
　撮　影　相良国康
撮影助手佐々木宏
　照　明　伴野　　功
　音　楽　吉田征雄
録音掘内戦治（アオイST）
　ネガ編集　亀井　　正
配役吉川　武田国久（声）
　　　　森田　白坂道子（声）
　　　　佐藤　　　斎　藤　　　隆（声）
　　　　　　　　　　－61一
・・d　画　面　1セ　・　・
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
メインもタイトル
　日本語教育映画
サブ・タイトル
　かまくらを　あるきます
　一移動の表現一
鎌倉駅前（朝）
出勤や観光客でにぎわう駅前
人待ち顔の吉川（男）と森田
　（女）が立っている
駅の出札口
人々の流れが激しい
駅の大時計が分を刻む
吉川，森田いらついてくる
ひっきりなしにバスが出て行
く
いらつく二人の顔
たぽこをふかしながら，ゆっ
くり現れる佐藤（男）
（カメラ，タクシー乗場に移
動）
タクシーに乗り込む三人
鎌倉の観光地図の上を指がた
どり，大仏を指す
街並が走り，大仏の門が見え
てくる
高徳院門前でタクシーを降り
る三人
　　　　　　　　　　一62一
吉川「①おそいですね一。」
森田「②おそいですね。
　　　③あのひとは，いつも
　　　おくれます。」
佐藤「④おはようございま
　　　す。」
吉川「⑤さあ，いそぎましょ
　　　う。
　　　⑥あそこから，タクシ
　　　ーにのります。」
吉川r⑦さいしょに，ここへ
　　　いきます。」
吉川「⑧あのもんのまえで，
　　　タクシーをおります。」
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
鎌倉の大仏
大仏を正面に見て，向かって
歩いていく三人
大仏の横顔から（カメラ）振
り下ろすと，小さい入口が見
える
大仏胎内入口前の三人
吉川，森田，中に入っていく
大仏胎内の階段の上から外が
見える
外では佐藤が待っている
大仏から出てくる吉川と森田
三人，大仏を後にする
高徳院内
観光絵地図
鎌倉海岸
三人，道路を歩いている
海が見えてくる
水平線から右に目を移すと，
江の島が見えてくる
浜辺で遊ぶ三人
海面のきらめき
打ち寄せる波
波にたわむれる三人
江の電，稲村ガ崎駅改札を抜
け，ホームへ向かう三人
観光絵地図（駅）
一 63一
吉川「⑨ここから，なかには
　　　いります。」
森田「⑩さとうさん，はいり
　　　ませんか。」
佐藤「⑪いいえ，そとにいま
　　　す。」
吉川「⑫ここから，かいがん
　　　まであるきます。」
佐藤「⑬うみがみえますよ。」
森田「⑭むこうにしまがみえ
　　　ますね。」
吉川「⑮あれは，えのしまで
　　　す。」
吉川「⑯このえきで，でんし
　　　ゃにのります。」
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
電車が来て，三人乗る
走る線路
観光絵地図（線路から鎌倉駅
へ）
鎌倉駅前の横断歩道を三人が
歩いてくる
観光絵地図（八幡宮桜並木通
り）
桜並木通り
歩く三人（その足元）
観光絵地図（八幡宮鳥居）
鳥居の奥に八幡宮本殿が見え
てくる
鳥居の下を通る三人
二つの橋
たいこ橋，その右側には平ら
な橋がかかっている
観光絵地図（たいこ橋）
二つの橋の前の三人
平らな橋
平らな橋を渡る佐藤
たいこ橋を渡ってくる吉川と
森田
八幡宮境内
舞殿を前座に本殿がひかえて
いる
境内の鳩と遊ぶ三人
本殿に通じる階段下
　　　　　　　　　　一64一
吉川「⑰そして，かまくらえ
　　　きへもどります。」
吉川r⑱このみちをあるきま
　　　す。」
吉川「⑲そして，はちまんぐ
　　　うのまえにでます。」
森田「⑳あれがはちまんぐう
　　　ですね。」
吉川「⑳そうです。
　　　⑳あのとりいのしたを
　　　とおります。」
森田「㊧どちらのはしをわた
　　　りますか。」
佐藤「⑳わたしは，むこうの
　　　はしをわたります。」
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
三人が歩いてくる
広く長い階段
階段下の三人
吉川，階段を指さして一
吉川，森田の二人は階段を登
，って行く
階段下で二人の帰りを待って
いる佐藤
八幡宮を出ていく三人
山
山の登り口に向かって歩いて
いく三人の後姿
観光絵地図（八幡宮裏山PA
N）
急勾配の坂道を登って行く吉
川と森田
後から佐藤がゆっくりついて
行く
頂上
夕暮が近づいている
街や海が黄金色にてらし出さ
れて見える
真っ赤な太陽が水平線のかな
たにおごそかに身を沈めてい
く
（寺の鐘が一帯にひびき渡る）
細い山道を下りようとしてい
る三人
観光絵地図
（山から鎌倉駅へ）
一 65一
吉川「㊧さあ，このかいだん
　　　をのぼりましょう。」
佐藤「⑳いや，わたしは，し
　　　たにいます。」
吉川「㊨ここから，やまにの
　　　ぼります。」
佐藤「⑱ひがしずみますね。」
吉川「⑳もうすぐ，おてらの
　　　かねがきこえますよ。」
吉川「⑳さあ，こちらから，
　　　やまをおります。」
吉川「⑳そして，かまくらえ
　　　きへかえりまず。」
62 山を下りて行く三人
63 企画・制作タイトル
企画　国立国語研究所
制作　日本シネセル株式会社
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